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論文の内容の要旨 
 
 

論文題目：広域経済圏における地域金融網の延伸過程 
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 本研究は、19世紀半ばから20世紀前半にかけて形成された、「アジア太平洋広域経済圏」

における金融活動が、その基点である華南から香港を経由して如何に延伸し、回流してい

ったかを、広域経済圏の金融センターであった香港における華人系金融業から検証する。

これにより地域間を結んだ華人系経済の活動が、いかに形成・展開されたかを史的に解明

し、その重層的なネットワーク構造を金融面から再構成することを試みるものである。 

 19世紀半ば、ウェスタン・インパクトという潮流が、アジア太平洋地域に新たな経済秩

序を形成した。強制的自由貿易システムと在来の地域経済活動の結節は、世界経済の動向、

特に米州、東南アジア、オセアニアといったアジア太平洋地域での労働力需要を契機に、

華南からの大量の人口移動を促進した。この人口移動は、次第に商品貿易や送金を伴う華

人の経済ネットワークをアジア太平洋各地との間で形成する。「アジア太平洋広域経済圏」

の形成である。 

広域経済圏の形成は、華南の地域経済構造にも大きな影響を与え始めた。19世紀後半、

華南の対外中継機能は移民送出の中継地として台頭した香港へ移転し、一方で広州は拡大

する珠江デルタ流域圏内の経済中心となる。これに伴い香港―広州間という広域経済圏の基

底となる経済ルートが形成された。 
この結果、華南と広域経済圏の各地域では、香港という中継地を通じて多角的に結節さ

れ、「ヒト」「モノ」「カネ」「情報」といった諸要素が恒常的に移動する、重層的な経

済活動が展開されていた。それは1860年代から次第にその輪郭を明確にし始め、1890年代

には基本構造が完成したと考えて良い。 
その内外八方に拡がった広域経済活動の「カネ」の流れ、すなわち「金融」とは、華僑

送金や貿易金融などの「ヒト」（人的資源）や「モノ」（物的資源）の移動に伴う金融の流
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動性）であった。それはロンドン中心の国際決済システムに基づいた外国金融機関の広域

ネットワークと、伝統的信用システムに基づいた在来金融機関のローカル・ネットワーク

という複数の金融系統が相互接続され、様々な本位・信用・通貨の形態が転換・調節され

る重層性・複雑性を有していた。この広域経済圏の金融中継地となったのが香港であった。 

特に香港―広州という経済基軸が形成・確立されると、この間を結ぶ金融活動が活発化す

る。この金融ルートは、単に両地を結ぶ基幹としての意義にとどまらず、珠江デルタとア

ジア太平洋の広域経済圏を結びつける際の回廊（Corridor）となる。 
例えば、広東生糸輸出などに代表される貿易決済、華南から華中・華北への為替中継、

東南アジア・米州からの華僑送金、さらには各種現送活動に伴う金銀貨幣取引など、華人

の経済活動に伴う金融取引は、この金融回廊を経由して八方に拡がる香港のネットワーク

との間で接続され、各地間で多角的な金融関係を形成した。この金融関係は、広域展開さ

れた華人ネットワークの延伸と回流の反映でもあった。 
こうした背景により、香港では1870年代後半より華人系金融業が本格的に勃興する。特

に主流となった、珠江デルタ一帯で根強い金融勢力を持つ「銀號」の勢力は香港にも延伸

し、香港―広州間の金融を実質的に掌握する。さらに、銀號は香港で外国銀行の広域ネッ

トワークと接続されることにより、為替・金銀取引などでより多角的な金融関係を形成し

た。また20世紀初頭にはヘッジや投機を主目的に、華人系金融業者による金融取引所も形

成された。その一つが上海為替の取引を行った「申電貿易場」であり、もう一つは各種金

銀貨幣の取引を行った「金銀業貿易場」である。 

 もっとも銀號に代表される華人系金融業の地理的勢力範囲を見た場合、それは香港―広

東域内における華商社会でのローカル・ネットワークが基本となっていた。このため上海

為替、金銀輸出入、華僑送金など、他国・他地域間を結んだ取引を行う際には、外国銀行

の広域金融ネットワークに大きく依存していた。このため外国銀行は、華南とアジア太平

洋各地、さらには中国内地の開港場間における金融に大きな影響力を持った。 
一般的に外国銀行と在来金融機関では、その金融機能が明らかに異なっていた。外国銀

行は諸外国間、さらには中国の主要開港場間といった広域圏を地理的背景として、比較的

規模の大きい政治借款、貿易金融、為替送金などに代表される業務を主体としていた。こ

うした機能は、資本力と経営組織を兼ね備えた近代的組織金融機関としての銀行でなけれ

ば果たせない役割であった。一方で、地場の経済構造に沿った形で形成され、その信用構

造を最も熟知していた在来金融機関は、時には買弁を通じた外国銀行からの信用供与を受

け、あるいは外国銀行の持つ広域金融ネットワークを利用しつつも、一貫して地域金融に

おける支配的地位を保ち続けた。したがって、外国銀行と在来金融機関の間の関係は、状

況、環境の変化に応じて利害一致と相反を繰り返しつつも、それぞれの占める機能と位置

が異なる限りでは、一般的に相互補完の関係を保っていた。 
しかし、それは香港の華人系金融業、特に銀號や信局が、必要不可欠な金融的役割を担

いつつも、一方では自らの広域ネットワークを持たないゆえに、地理的・機能的な限界を

有したことの反映でもあった。したがって、華人系金融業の役割とは、華商社会の在来ネ

ットワークと外国銀行の広域ネットワークの間の金融需要を中継する「仲介者」

(Intermediary)に止まらざるを得なかったとも言える。そして、それは香港自体の金融構造

の反映でもあった。 
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こうした金融の接続関係は、1910 年代から中国人自身が「銀行」を創業し、在来金融の

活動を越えた組織的金融の分野に進出を開始することで変化が生じ始める。特に香港の華

人系銀行は、外国銀行が掌握していた広域金融ネットワークを華人自身が担うべく創業さ

れる。それは軍閥・政府資金を背景とした華中や華北の中国系銀行、あるいは南洋華僑社

会での地場金融に止まらざるを得なかった東南アジアの華僑系銀行と大きく異なる点であ

った。 
その代表例が、廣東銀行の創業であった。同行は広東省四邑・香山の同郷人脈を基軸に

形成され、それまで外国銀行に掌握されていた北米―華南間、華南―上海間のような、重

要な金融ルートに進出していった。またこの廣東銀行の動きは、華南から北米・オセアニ

アに進出して資金を蓄積した後、香港を経由して華南、さらには上海へと延伸・回流した

広東系商業ネットワークの軌跡をそのまま辿るものであった。 
こうして在来金融機関と外国銀行の結節により担われてきたアジア太平洋広域経済圏の

金融活動モデルは、その枠組に変化はないものの、華人系銀行の登場により金融を担う主

体が変化するかに見えた。しかし、華南では伝統的な銀號が根強い勢力を保っており、こ

の銀號が華商社会で構築していた金融業者としての地位は、銀行の資本力、組織力のみで

は容易に奪えるものではなかった。一方で華人系銀行は、経営の不安定性とビジネスモデ

ルの限界により、次第に過当競争に追い込まれ、その健全性と信用を損ねていった。外国

銀行に代わる金融機関としての地位を確立すべく形成された華人系銀行であったが、結局

は伝統的華商社会の枠組を超えることができず、その発展は停滞したのである。 
1930 年代に入ると、19 世紀後半から形成されたアジア太平洋広域経済圏の金融経済モデ

ルが転換期を迎える。西洋主導で構築された広域経済秩序は、20 世紀初頭まで継続するも

のの、明らかに 1910 年代以降は衰退に向かっていった。特に 1930 年代前半には、広東生

糸輸出の壊滅的打撃に代表される貿易金融の低迷、海外華僑社会の不況よる華僑送金の減

少により、広域経済活動は不振に陥った。加えて中国での中央集権的経済政策による地方

自律型の経済体系収斂が、広域経済圏の基点であった華南、特に広東をその枠組に包摂し

たことは、広域経済圏における華人の経済活動そのものが、従来とは異なる経済秩序に包

摂されていったことを意味していた。 
これに伴い華南とアジア太平洋各地の間で、華人の経済活動に伴う金融流動性を仲介・

分配・調節する機能を果たしていた香港の金融構造も転換を余儀なくされ、華人系金融業

は 1930 年代前半の金融環境悪化の中で次第に限界を露呈する。 
 
 


